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産
業

電
子
・
半
導
体
産
業

川
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
概
要

ω霞
子
デ
バ
イ
ス
の
概
要

ω証
言
で
綴
る
半
導
体
開
発
の
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
史

(
i
)
 
は
じ
め
に

以
前
発
表
し
た
論
文
(
『
筑
波
法
政
』
第
一
七
号
)
の
中
で
、
技
術

あ
る
い
は
技
術
移
転
の
視
点
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ィ
!
と
い
う
対
抗
戦
喪

失
時
代
に
あ
る
現
代
の
国
際
関
係
の
構
造
を
変
革
さ
せ
る
一
要
因
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
た
。
同
時
に
、
こ
の
こ
と
は
、
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

開
発
と
そ
の
応
用
、
商
品
化
能
力
が
、
国
家
衰
亡
の
分
水
嶺
で
あ
る
と

も
一
言
い
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
た
次
ぎ
の
指
摘
は
ま
さ
に

(
上
)

東

野

人

裕

傾
聴
に
値
す
る
の
で
、
少
し
長
く
な
る
が
引
用
を
厭
わ
ず
書
き
示
し
た

い
。
「
九

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
¢
半
導
体
の
再
逆
転
が
教
え
る
の
は
、

競
争
優
位
の
背
景
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
時
代
状
況
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
優
位
性
の
基
礎
部
分
と
し
て
の
技
術
力
の
重
要
性
い

当
然
な
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
ソ
フ
ト
、
知
的

所
有
権
、
政
治
と
い
っ
た
要
因
が
、
ま
す
ま
す
大
き
な
競
争
力
の
源
泉

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
半
導
体
産
業
だ
け
の
現
象
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
八

0
年
代
半
ば
以
降
の
日
本
の
半
導
体
産
業

に
は
集
中
的
に
表
れ
た
。
日
本
の
優
位
性
は
そ
の
た
め
に
移
ろ
い
始
め

た
の
で
あ
る
。
」
令
な
ぜ
コ
ニ
つ
の
逆
転
」
は
起
こ
っ
た
か
』
ニ

O
頁
)

す
な
わ
ら
、
こ
れ
ら
ソ
フ
ト
、
知
的
所
有
権
、
政
治
と
い
っ
た
三
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
こ
れ
ま
で
の
臼
本
の
成
功
を
支
え
て
き
た
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
ハ

l
ド
、
経
済
優
先
、
現
場
と
は
全
く
異
質
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
り
、
現
代
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
を
め
ぐ
る
攻
防
を
通
し
て
見
え
て
く

る
新
し
い
時
代
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
こ
う
し

た
状
況
下
に
必
要
と
さ
れ
る
(
か
、
ど
う
か
は
、
こ
こ
で
は
関
わ
な

一
一



い
)
政
策
は
、
以
前
の
政
策
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
こ
と
と
な
り
、
産

業
を
め
ぐ
る
政
治
と
経
済
と
の
関
係
、
換
言
す
れ
ば
「
政
府
L

と
「
市

場
」
と
の
結
合
点
で
あ
る
産
業
政
策
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な

る。
一
方
、
ア
ジ
ア
の
国
々
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
国
々
の

発
展
の
要
素
と
し
て
、
「
政
府
」
と
「
市
場
L

と
の
協
調
的
関
係
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
経
済
的
奇
跡
と
謡
わ
れ
る
国
に
、
日
本
、

香
港
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
タ
イ
が
あ
る
。
さ
て
、
今
日
の
開
発
政
策
研
究
に
お
げ
る
主
要
課

題
の
一
つ
に
、
経
済
発
展
に
お
げ
る
公
共
政
策
の
果
た
す
役
割
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
ま
さ
に
優
れ
た
物
的
・
人
的
資
本
の

蓄
積
と
そ
れ
ら
の
生
産
性
の
高
い
分
野
へ
の
投
資
が
見
ら
れ
、
急
速
な

技
術
取
得
を
達
成
し
た
。
公
共
政
策
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
に
蓄

積
の
増
大
と
、
よ
り
効
率
的
な
資
源
配
分
を
促
す
通
常
の
市
場
に
友
好

的
な
経
済
政
策
の
組
み
合
わ
せ
の
結
果
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国

内
の
民
間
投
資
は
、
高
水
準
の
国
内
貯
蓄
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
人
的

資
本
は
、
学
校
、
企
業
を
含
む
教
育
を
重
ん
じ
る
風
土
に
根
ざ
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
加
え
て
、
有
効
な
公
共
政
策
、
と
り
わ

け
産
業
政
策
が
、
経
済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

高
度
成
長
と
不
平
等
度
の
減
少
を
同
時
的
に
達
成
し
た
こ
れ
ら
の

国
々
に
と
っ
て
の
先
発
的
モ
デ
ル
は
、
日
本
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
興

味
深
い
こ
と
に
、
日
本
の
経
済
学
者
、
と
り
わ
け
主
流
派
経
済
学
を
標

一一
一一一

携
す
る
新
古
典
派
学
者
は
、
日
本
の
政
府
の
市
場
介
入
を
、
そ
れ
ほ
ど

は
評
価
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
日
本
経
済
が
国
際
貿
易
を
志
向
し
て

い
た
こ
と
、
ま
た
価
格
統
制
な
ど
を
含
む
歪
曲
的
政
策
の
欠
如
が
好
結

果
を
引
き
出
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
新
古
典
派
の
名
に
ふ
さ
わ

し
く
、
市
場
の
持
つ
ワ

l
カ
ピ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
信
任
と
、
愚
か
な
政
府

介
入
の
少
な
さ
が
、
経
済
の
良
好
な
パ

l
フ
ォ

l
マ
ン
ス
の
源
泉
で
あ

る
と
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
欧
米
の
、
と
り
わ
け
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に

代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
政
治
経
済
学
者
は
、
産
業
政
策
と
政
府
の
金

融
市
場
へ
の
介
入
は
、
新
古
典
派
の
枠
組
み
に
は
入
ら
な
い
と
し
て
、

こ
う
し
た
見
解
を
支
持
し
札
叫
。
介
入
そ
れ
自
体
が
、
成
長
を
加
速
さ

せ
た
と
ま
で
は
言
わ
な
い
に
し
て
も
、
「
市
場
」
を
導
く
こ
と
に
成
功

し
た
政
府
主
導
の
開
発
モ
デ
ル
が
よ
り
当
て
は
ま
る
と
論
じ
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
問
題
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
現
代
の
先
端
産
業
の
一
つ

の
分
野
で
あ
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
育
成
政
策
を
一
つ
の
ケ
ー

ス
と
し
て
取
り
上
げ
、
検
討
し
た
の
が
、
今
回
提
出
分
の
論
文
で
あ

'
G

。11 

ハ
イ
テ
ク
産
業

ハ
イ
テ
ク
産
業
の
定
義
は
、
各
国
の
政
府
機
関
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
有
名
で
、
し
か
も
、
日
本
の
通
産
省
も

採
用
し
て
い
る
基
準
は
、
ア
メ
リ
カ
商
務
省
経
済
分
析
局
で
な
さ
れ
た
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表 1 機械工業における生産額・輸出額比較表 (1994年)

(出所)日本電子機械工業会



百万|弘数j髭( )内千台)

1993 1994 

5 1，039，021 780，89-1 597.660 498.667 
(30，699) (23，366) (19，986) (19，202) 

874.628 910.618 日11，245 748，404 708.853 94掴7
(]3，243) (I:l，438) (12，024) 00，717) (9，292) 86.7 

736，250 923，251 614，007 496，913 450，180 90.6 
(8，803) (11，774) (8，38:3) (7，699) (7，997) 103.9 

851，458 821，041 571，083 508，062 435，230 85.7 
(57，686) (55，568) (39，402) (36，862) (32，005) 86.8 

184，403 264.429 172，058 131，488 112，556 85.6 
(:~， 6時8) (5，047) (3，336) (2，795) (2，616) 93.6 

365，290 399，359 343，118 310，124 328，240 105.8 

76，101 78.065 50，518 44.125 34，146 77.4 
(13，595) (13， (46) (9，418) (8，316) (7，287) 87.6 

269，546 260.200 220，715 221，990 203，062 91.5 

4，436，170 4，695，984 3，563，639 3，058，766 2，770， ')44 90.6 

1，983，741 1，955，602 1，746，926 1，782，126 1，740，9H 97.7 

993，840 1，108，036 1，073，021 1，029，713 1，097，098 106.5 

94，206 99，072 99，681 77，732 88，714 114.1 

695，024 797，700 736，967 710.381 781，601 110.0 

204，610 211，264 236， 37:~ 241，600 226，782 93.9 

6，710，189 6胃946.359 6，175，651 5，539，610 5，841，875 105.5 

5，814，254 6，083，429 5，416，946 4，788，074 5，064，055 105.8 

658，831 674，462 553.654 565.515 538，005 95.1 

348，202 340，020 236，400 238，255 277，530 116.5 

310，629 3:14，442 317，254 327，261 260，475 79.6 

994，95() 1，045，739 978，112 906，883 851. 605 93.9 

11，341，560 11，730，198 10，527，364 9，823，846 10，069，524 102.5 

3，871，272 4，016，849 3，518，810 3，320，864 3，242，208 97.6 

1，254，093 1，337，718 1，161.892 1，128，484 1，155，695 102.4 

458，162 460，987 421，302 359，584 326，179 90.7 

1，344，544 1，442，977 1，260，352 1，218，645 1，236，917 101.5 

814，473 775，167 675，263 614，151 523，416 85.2 

4，502，047 4，860，504 4，447，159 4，624，868 5，321，896 115.1 

696，126 718，650 701，660 673，081 735，311 109.2 

710，048 761，623 668，586 671 ，080 740，650 110.4 

2，913，354 3，125，191 2，750，617 2，878，581 3，288，528 114.2 

182，519 255，039 326，297 402.126 557，406 138.6 

8，373，319 8，877，352 7，965，969 7，945，731 8，564，104 107.8 

(単佼金額

二
二
凶

20，828，343 21，4札 571 1ωn  

6.事務問機器は、電車、日本語ワープ

24，151，049 25，303，535 22， 056，971 

5.電気計測器l土、電気計器を除く。
口、金銭主要録機、複写機。
7.受動部品は、抵抗様、コンデンサ、変成著書、水晶振動子、複合部品。変換部品
は、音響部品、磁気ヘッド、超小型モータ。接続部品は、コネク夕、スイッチ、リ
レー、プリント配線板。
その他は、組立て品(スイ、yチングi電源、テレビジョン用チューナ、テレビジョ

ン受信アンテナ)、メモリ部品、手当深泉通信機苦器用部品



電子工業生産額の推移 (1985~1994)

1985 1986 1987 1988 1989 

V T R 1，889，254 1，659，435 1，242，692 1， 212，004 1，13ム562

カラ (数議) (:¥0，581) (3:3，789) (30，563) (31，66(1) (32，01，，) 

ーアレピ 897，0i7 723，711 765，144 814，060 819，261 
(数議} (17，897) m，自(9) (14，286) (1:)，219) (12，578) 

民生
ビデオカメラ 3，，4，394 417.228 482，958 644，970 614，546 

(数量) (2，574) (3，258) (4，609) (6，682) (6，935) 
月j テープレコーダ 923，975 770，620 684，787 744，866 829，981 
電 (数盤) (7l，694) (66，163) (52，609) (56，186) (58，623) 

機器子 ステレオセッ欽ト) 92，307 153，829 188，7ヲ2 206，218 185，849 
(数 (2，913) (3，204) (3，213) (3，472) (3，081) 

コンポーネント 506，001 464，549 386，185 390，974 330，900 

アジオ受信機 104，239 92，883 84，511 79，739 80，546 
(数綾) (14，861) (14，910) (12，125) (12.549) (13，439) 

そ の 他 144.353 152，394 135，809 167，384 195，893 

4，911 ，600 4，434，709 4，970，878 4，260，216 1， .1虫1，537

有線通信機器 1，326，380 1，338，757 1，558，603 1， 772，937 1，785，534 

無線通信機器 638，691 662，696 nS，755 826，556 851. 579 

放送装霞 73.770 66，760 60.685 69，794 74，176 

産業用

無線通信装霞 375，058 :J85.653 4，14，684 500.387 54:J.418 

無車協も、用装E霊 189，863 210，283 233， :)86 256，375 2:J3， 9~5 

電子応丹]装霞 4，020，569 4，559，265 5，027，232 5，841.394 6.503，195 
官室

電子計算機 :J ，378， 773 :1，920，441 4，408，022 5，092‘046 5，658，260 
子器機 電気計測器 582，007 481. 558 475，564 577，854 632，294 

電気測定器 3:18，695 243，051 238，066 293，786 325，548 

工業計 器 243，312 238，507 237，498 284，068 306，745 

事務用機器 1，046，434 884.459 819，885 887，884 1，012，579 

吉十 7，614，081 7，926‘735 8，620，038 9，906，625 10，785，181 

電子部品 3，047，528 3，045，057 3，133，477 3，362，799 3，420，762 

受動部品 1，126，990 1，090，927 1，098，299 1，200，512 1，214，476 

主笠 変換部品 411，570 435，068 406，096 403，637 411，986 
子 接続部品 814，206 820.655 974，085 1，123，657 1，198，632 
部口 そ 0) f迎 694，762 日98.407 654，997 634，993 595，668 

電子デバイス 3，114，358 :3，001，466 3，177，399 3，899，571 4，427，476 
ア 電 子 管 652，762 605，205 604，865 678，592 684，051 
ノf

イ 半導体素子 567，913 552，576 561，839 629，207 652，540 
ス 集積回路 1，841，790 1，780，235 1，924，000 2，489.897 2，941，597 

液晶デバイス 51，89.3 63，450 85，695 101，875 149，289 

音j' 6，161，886 6，046，523 6，310，875 7，262，370 7，848，238 

表 2

亡一3h 計附川67 18，，10 

(出所) 日本f電電子機械了工4 業会
(注)1.VTR、テレビは、シャーシ・キットを含む。 2，ラジオは、セットのみ

3.コンポーネントは HiFiチューナ、 HiFiアンプ、レコードプレーヤ、デジタルオー

ディオディスクプレーヤ、日iFiスピ←カシステム。
4，民生用その他は、白黒テレビ、液晶テレビ、ビデオディスクプレ」ヤ、拡声装鐙、補
総務、自動車問スピーカシステム

18，901，79221，429，211 22，824，957 
ニニ五
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も
の
で
あ
る
。
こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
と
は
、
次
の
ニ

つ
の
条
件
の
ど
ち
ら
か
一
つ
を
満
た
す
業
種
の
事
を
言
う
。
そ
れ
は

ω

研
究
開
発
費
が
付
加
価
値
生
産
額
の
一

O
%以
上
、
あ
る
い
は
、

ω科

学
技
術
者
数
が
従
業
員
数
の
一

O
%以
上
と
い
う
条
件
で
あ
る
。
こ
う

し
た
基
準
に
基
づ
く
ハ
イ
テ
ク
製
品
と
し
て
は
、
「
医
薬
品
L

「
電
子
計

算
機
」
「
通
信
装
置
L

「
電
気
機
械
・
部
品
L

「
科
学
用
測
定
器
L

「
数
値

制
御
付
工
作
機
械
」
「
航
空
機
し
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
選

定
基
準
と
結
果
と
の
聞
に
は
、
明
ら
か
な
矛
盾
が
存
在
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
化
学
工
業
は
、
上
記
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
は
い
る
が
、

臼
米
両
国
の
政
府
は
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
と
は
認
定
し
て
い
な
い
。

さ
て
、
「
電
子
計
算
機
」
「
通
信
装
置
」
「
電
気
機
械
・
部
品
」
は
、

い
わ
ゆ
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
次

に
、
そ
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
概
念
を
明
確
に
し
た
い
。
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
と
は
、
一
体
何
を
意
味
し
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
先
端
技
術

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
産
業
の
も
た
ら
し
た
社
会
・
経
済
的

な
影
響
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
家
の
見
地
か
ら

一
言
っ
て
、
な
ぜ
戦
略
的
に
重
要
な
産
業
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た

点
に
関
し
て
、
以
下
に
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
は
、
概
念
的
に
は
、
半
導
体
・
集
積
回
路
な

ど
の
「
狭
義
の
電
子
産
業
」
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
「
情
報
処
浬

産
業
」
、
交
換
機
・
無
線
通
信
機
な
ど
の
「
通
信
機
産
業
」
か
ら
成
立

し
て
お
り
、
一
般
的
に
は
、
寸
電
子
情
報
通
信
機
産
業
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
技
術
的
に
は
、
真
空
中
や
ガ
ス
、
あ
る
い
は
、
間
体
中
の
電
子

の
運
動
に
関
す
る
学
問
、
及
び
、
そ
れ
を
利
用
す
る
技
術
の
事
を
一
一
一
日

ぅ
。
よ
り
一
般
的
に
は
、
電
子
デ
バ
イ
ス
の
分
野
を
含
む
技
術
の
多
面

的
発
擦
を
利
用
し
た
通
信
、
情
報
処
理
と
い
う
こ
大
基
本
技
術
と
、
ぞ

れ
を
総
合
し
た
広
範
な
応
用
技
術
を
指
し
て
い
る
。

で
は
、
そ
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
が
、
い
わ
ゆ
る
、
そ
の
他
の

製
造
業
と
ど
の
よ
う
に
巽
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
換
器
一
一
目
す
れ
ば
、
ハ
イ

テ
ク
産
業
と
し
て
の
戦
略
的
重
要
性
は
、
社
会
・
経
済
的
な
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
第
一
に
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
は
、
通
信
、
情
報
処
理
を
基
本
と
し
つ
つ
、
絶
え
間

な
い
技
術
革
新
が
、
新
た
な
技
術
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
シ
!
ズ
を
生
み
、
ま

た
そ
れ
ら
の
技
術
が
、
単
体
と
し
て
の
技
術
の
み
な
ら
ず
、
既
存
の
技

術
と
の
融
合
の
結
果
、
さ
ら
に
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
が
、
技

術
面
か
ら
み
た
特
徴
で
あ
る
。
従
っ
て
、
電
子
情
報
通
信
機
産
業
は
、

長
期
的
に
み
て
も
、
最
も
発
展
性
の
大
き
い
産
業
の
一
っ
と
苦
え
る
の

で
あ
る
(
表
I
、
表
2
、
表
3
参
照
)
。

ま
た
、
第
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
原
材
料
に
比
較
し
て
、
製
品
の
付

加
価
値
の
高
い
産
業
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
寸
知
識
集
約
型
産
業
」
で

あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
種
商
品
一
見
あ

た
り
の
概
算
価
格
を
比
較
し
た
次
ぎ
の
数
字
が
、
雄
弁
に
物
語
っ
て
く

れ
る
で
あ
ろ
う
。

二
二
七



f梓fj]_: ['j}ji'] 

産 業 1989年度 1990年度 1991年度 1992年度 1993年度

f公 f産 業 8，233，820 9，267，166 9，743，048 9，560，685 9，053，608 

製 造 業 7，706，193 8，66り，2999，195，415 8，971，137 8，45，1，623 

食 ui 203，596 217，469 206，411 205.939 211 ，403 

繊 維 81，263 88，255 91，795 118，586 93，063 

パルプ・ 紙 45，487 48，598 52，3i2 43，576 41，788 

出版 印刷 33，721 37，653 39，194 31，062 30，878 

化 学 1，313，882 1，416，775 1，547，707 1，604，722 1，561，433 

石油・:fi炭製品 84，199 91， 969 88.577 89.909 81，853 

プラスチック製品 120.758 111.653 125.970 115，843 11.3，667 

ゴ i入 製 1I31 口 111，784 117，878 129，892 133，615 124.525 

窯 業 221，424 215，328 259，754 214，285 198，429 

鉄 鋼 268，131 303，805 360，054 311 ，485 286，114 

非 鉄 金 属 127，043 140，654 148，988 146，291 lt8，404 

金 i議 製 & 109.324 129，629 137，260 126.778 120，388 

機 械 558，97<1 650，332 674，413 651，960 661，115 
ト一一一

電気機械工業 2，808，123 3，146，253 3.382.777 3，220，513 3，019，847 

電気機械器~ 866，426 996，204 1，010，003 日67，371 970，504 

通信・電子・電気計源IJ

日一 2，372，773 に253，14212，049，343

輸 送 用 機 械 工業 ，496，073 1，508，671 

精密機械工業 335，825 313，969 

その他の工業 112.149 127.610 130，727 I 143，166 

産業別研究費表 4

!¥. 

(出所)総務庁統計局「科学技術研究調奇報告J
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出
所
一
『
電
子
・
情
報
・
通
信
機
産
業
の
展

望
』
一
九
頁
)

ア
ウ
ト
・
プ
ッ
ト
ぺ
!
ス
の
重
量
単
価
で
、

知
識
集
約
度
を
測
定
し
た
も
の
が
、
右
記
の
数

字
と
す
る
な
ら
ば
、
表
4
、
表
5
は
、
イ
ン
プ

ッ
ト
ぺ
!
ス
、
つ
ま
り
研
究
開
発
費
と
研
究
者

数
で
各
産
業
を
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
表
6
は
、
売
上
高
に
し
め
る
研
究
開

発
費
を
、
産
業
別
に
比
較
し
た
も
の
で
あ
り
、



単位:人

1989年 1990年 1991年 1992年 1993年 1994年

全 E主 業 294，202 313，948 330，996 340，809 356，406 367，278 

製 造 業 281，247 300，377 316，350 325，838 339，912 351，146 

食 品 9，373 9，422 10，392 10，129 10，167 11，3091 

織 維 3，413 3，929 4.332 4.300 5，536 4，065 

パルプ・ 紙 1，987 2，165 2.037 2，290 2.173 2，289 

出版 . 印刷 1，497 1，246 1，430 1，380 1.313 1，484 

化 学 49，170 52，196 53，820 55，592 58，205 59，240 

石油・石炭製品 1，977 1，999 2，091 2.075 2.077 2，134 

プラスチック製品 4，237 4，050 4，164 4，795 4.271 5，327 

ゴ「 ム 製 品 4，210 4，945 4，942 4，957 5，372 5，861 

窯 業 7，453 7，716 8，060 8，840 8，675 8，330 

鉄 鋼 5，905 5，946 6，180 6，429 6，561 6，319 

手ド 鉄 金 属 4，216 4，136 5，013 5，070 4.824 5，472 

金 属 製 品 5，090 6，446 6，919 6，432 6.239 6，968 

機 械 24，677 27，382 27，887 29，015 30，800 31，510 

電気機械工 業 112，387 119，386 125，983 129，310 134，918 140，539 I 

電気機械器具 30，206 33，568 35，915 35，350 37，026 40，211 

通信・電子・電気計測 82，181 85，818 90，068 93，960 97，892 100，328 

輸送用機械工業 27.993 29，383 32，112 33.435 35，669 35，674 

精密機械工業 12，374 13，796 14，438 14，841 15，979 17，593 

その他のヱ業 5.288 6，234 6，550 6.948 7.133 7，032 

研究者数表 5

(出所)総務庁統計局「科学技術研究調査報告」

平
成
五
年
度
の
対
売
上
比
率
で
は
、
通
信
・
電

子
・
計
測
分
野
は
六
・
一
六
%
と
、
医
薬
品
の

八
・
二
三
%
に
つ
ぎ
第
二
位
で
あ
る
。

さ
て
第
一
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
製
品
の
基
本
的
な
用
途
と
、
製
品
特
性

が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
製
品
は
、
主
と
し
て
情
報
を
加
工
す
る
た

め
に
使
わ
れ
て
お
り
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産

業
の
発
展
に
よ
る
優
れ
た
情
報
加
工
能
力
は
、

例
え
ば
、
生
産
工
程
と
運
輸
シ
ス
テ
ム
を
中
央

の
指
令
部
門
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
生
産
面
に

お
け
る
比
較
優
位
を
利
用
し
て
、
特
定
の
生
産

工
程
を
、
国
内
、
国
外
を
関
わ
ず
、
様
々
な
地

域
に
移
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
生
産
面

の
み
な
ら
ず
、
消
費
市
場
へ
の
近
接
性
を
重
視

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
消
費
市
場
の
近
く
に

生
産
基
地
を
建
設
す
る
こ
と
も
可
能
に
さ
せ
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
産
、
消
費
の

両
側
面
を
に
ら
ん
だ
分
業
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展

開
さ
せ
る
技
術
的
基
礎
を
与
え
た
の
で
あ
っ

た
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
そ
れ
自
体
も
、

多
く
の
技
術
者
や
非
熟
練
労
働
者
を
雇
用
し
て

ニ
ニ
九



表 6 産業、従業者規模別売上高に対する研究費の比率

産 業 、 従業者規模 平成3年度

全 E霊 業 2.81 

1~ 299人 1.80 
300~ 999 1.72 
1000~2999 1.90 
3000~9999 2.77 
10000人以上 4.02 

農 林 水 産 業 0.25 

鉱 業 1. 41 

建 さ民さ文fL 業 0.46 
製 造 業 3.47 

食 品 I 業 0.95 

織 維 ュ: 業 1.81 
ノ{ )1ノ プ . 紙 工業 0.87 

出 版 r:p 届q 業 0.91 
化 A寸i二dら ユ: 業 5.24 

総合化学・ 化学繊維工業 4.19 
油脂 主室料工業 4.20 
医 薬 口口口 業 8.66 
その他の化学工業 4.29 

お 油製 品・石炭製品工業 0.66 
プラスチック製品工業 2.08 
ゴf J為 製 口仁口1 主ー 業 3.18 

窯 業 3.00 
鉄 鏑 業 2.84 

非 鉄 金 属 工 業 2.17 

金 属 製 uE3 u I 業 1.60 

機 械 T. 業 3.14 

電 気 機 械 I 業 6.31 
電気機械器具工業 5.66 
通信.m子・電気計測器工業 6.63 

輸送用機 械 工 業 3.32 

自 動 E転 工 業 3.33 
その他の輸送用機械工業 3.24 

精 密 機 械 工 業 4.85 
そ 。〉 f也 の ユ: 業 1.21 

運輸・通俗・公主主業 0.85 

(出所)総務庁『科学技術研究調査報告~ 1994年版)

(波)特殊法人を除く。

4年度

2.83 

2.18 
1. 74 
1.89 
2.78 
3.93 

0.28 
1.38 
0.55 
3.52 

0.93 
2.31 
0.85 
0.87 
5.39 
4.19 
4.38 
8.70 
4.56 

0.67 
2.35 
3.46 
2.69 
2.58 
2.23 
1.52 
3.10 

6.17 
5.66 
6.42 
3.45 
3.54 
2.97 
5.79 
1.38 

0.87 

(単位:%) 

5年度

2.76 

2.17 
1.66 
1.94 
2.84 
3.72 

0.43 
1.17 
0.54 
3.47 

1.01 
1.98 
0.88 
0.81 
5.45 
4.34 
4.48 
8.23 
4.69 

0.65 
2.17 
3.39 
2.46 
2.72 
2.41 
1.48 
3.34 

6.04 
5.81 
6.16 
3.15 
3.19 
2.96 。5.66 
1.51 

0.88 



い
る
が
、
電
子
産
業
の
発
展
は
、
情
報
化
時
代
に
あ
っ
て
、
競
争
優
位

を
求
め
る
企
業
の
脱
国
家
活
動
を
加
速
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
労
働
の
流

動
性
、
言
葉
を
換
え
て
言
う
な
ら
ば
、
労
働
の
分
業
を
生
ん
だ
と
い
え

る
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
半
導
体
産
業
が
、
一
九
六

0
年

代
初
期
か
ら
、
他
の
ど
の
産
業
よ
り
も
早
く
、
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

な
展
開
を
行
っ
た
(
匂
・
印
・
一
豆
町
色
。
FaqgHes
ミ
岡
常
陸
吋
m
h
p
S
O
N
-

C
也
、
さ
札
買
き
お
)
。
ま
た
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
に
お
げ
る
製

品
自
体
も
、
価
格
に
比
較
し
て
、
重
量
が
軽
く
、
輸
送
費
が
あ
ま
り
か

か
ら
な
い
の
で
、
生
産
墓
地
を
世
界
に
分
散
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
産

技
術
の
移
転
を
促
し
た
。
電
子
情
報
通
信
機
産
業
を
含
む
電
機
産
業
の

海
外
投
資
が
、
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
は
、
主
に
、
社
会
、
経
済
的
側
面
か
ら
み
た
先
端
技
術
産
業
、

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
持
つ
特
質
を
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
次

ぎ
に
国
家
的
側
面
か
ら
み
た
、
当
該
産
業
を
簡
単
に
考
察
し
て
み
た

い
。
そ
れ
は
一
九
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
今
日
の

戦
争
、
安
全
保
障
が
ハ
イ
テ
ク
技
術
に
よ
り
大
き
く
様
変
り
し
た
事
が

強
く
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
戦
争
の
中
国
の
ハ
イ
テ
ク

化
に
与
え
た
影
響
も
、
分
析
さ
れ
て
い
る
が
(
加
賀
美
光
行
著
『
市
場

経
済
化
す
る
中
国
』
)
、
こ
こ
で
は
、
技
術
先
進
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
国
防
的
観
点
か
ら
み
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
、
と
り
わ
け
、
そ

の
頭
脳
で
あ
る
半
導
体
技
術
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

・ν

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
特
に
N
E
C
が
、
モ
ト
ロ
ー
ラ
を
抜
き
、
世

界
ト
ッ
プ
の
半
導
体
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
な
っ
た
一
九
八
五
年
以
降
の
、

日
米
半
導
体
摩
擦
時
期
に
見
ら
れ
る
一
つ
の
レ
ポ
ー
ト
が
有
益
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
米
国
国
防
省
国
防
科
学
会
議
の
「
半
導
体
の
対
外
依
存

に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ

i
ス
」
が
、
一

0
ヶ
月
の
調
査
の
末
、
ま
と

め
、
一
九
八
七
年
二
月
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
半
導

体
の
対
外
依
存
に
対
す
る
強
い
危
機
感
が
述
べ
ら
れ
、
米
国
の
国
防
シ

ス
テ
ム
が
、
大
き
く
半
導
体
を
含
む
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
に
依
存

し
て
い
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
以
下
に
示
す
内
容
を

含
む
も
の
で
あ
る
。

ω米
国
の
軍
事
力
は
、
技
術
優
位
に
大
き
く
依
存

す
る
。

ω中
心
的
な
技
術
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
あ
る
。

ωエ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
の
指
導
的
地
位
を
も
た
ら
す
も
の
は
、
半
導
体
で
あ

る。

ω半
導
体
で
の
指
導
的
地
位
は
、
競
争
力
の
あ
る
大
量
生
産
が
決

め
手
で
あ
る
。
間
大
量
生
産
を
支
え
る
の
は
、
商
業
市
場
で
あ
る
。
附

米
国
の
半
導
体
産
業
は
、
商
業
的
大
量
生
産
で
の
指
導
的
地
位
を
失
い

つ
つ
あ
る
。
的
製
造
業
で
の
指
導
的
地
位
と
密
接
に
関
係
す
る
半
導
体

技
術
の
指
導
的
地
位
は
、
程
な
く
海
外
に
移
る
だ
ろ
う
。

ω米
国
の
国

防
は
、
や
が
て
半
導
体
の
最
新
の
技
術
に
つ
い
て
、
外
国
の
供
給
に
頼

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
受
け
入
れ
が
た
い
(
太
田
博
著
『
山
朋

れ
ゆ
く
技
術
大
国
』
二

O
四
頁
)
。

実
際
、
空
母
、
駆
逐
艦
な
ど
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
シ

l
ス
パ
ロ

l
艦

対
空
ミ
サ
イ
ル
を
始
め
、
無
人
ロ
ボ
ッ
ト
兵
器
、
敵
味
方
を
識
別
す
る

一一一一
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自
動
誘
導
ミ
サ
イ
ル
、
ス
パ
イ

衛
星
、
暗
視
装
置
、
感
熱
照
準

装
置
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

i

支
援
兵
器
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら

兵
器
を
指
揮
・
統
制
す
る
シ
ス

テ
ム
を
動
か
す
中
心
は
、

I
C

で
あ
る
。
信
号
処
理
チ
ッ
プ

が
、
デ
!
タ
を
解
釈
し
、
メ
モ

リ
ー
・
チ
ッ
プ
が
記
憶
し
、
論

理
チ
ッ
プ
が
解
釈
し
、
マ
イ
ク

ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
チ
ッ
プ
が
、

ほ
か
の
チ
ッ
プ
か
ら
の
入
カ
に

基
づ
い
て
決
定
を
下
さ
な
け
れ

ば
、
ミ
サ
イ
ル
は
発
射
で
き

ず
、
砲
は
照
準
を
定
め
ら
れ

ず
、
車
や
船
は
動
か
な
い

(
『
日
米
半
導
体
素
子
戦
争

チ
ッ
プ
ウ
ォ
!
』
一
一
一
二
六
頁
)
。

こ
の
よ
う
に
、
先
端
分
野
に
お

け
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
技

術
と
製
造
知
識
は
、
国
家
の
安

全
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
も
死
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(出所) r大蔵省国際金融局年報.11994年版

(注)業種は、投資先企業の事業内容による。

活
問
題
な
の
で
あ
る
。

産
業日

電
子
・
半
導
体

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
産
業
は
、

一
九
五

0
年
代
初
期
に
、
ア
メ

リ
カ
に
初
登
場
し
て
以
来
、
急

速
な
技
術
進
歩
と
妊
盛
な
需
要

に
支
え
ら
れ
て
、
め
ざ
ま
し
く

発
展
し
て
き
た
。
し
か
も
、
こ

の
市
場
は
、

I
B
M
を
中
心
と

す
る
ア
メ
リ
カ
系
企
業
に
よ
っ

て
、
全
世
界
の
市
場
の
お
よ
そ

八

O
%
(
一
九
八

O
年
時
点
に

お
け
る
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
設
置
金
額
べ

1
ス
)
を
支
配

さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
で
あ

っ
た
。
将
来
の
ハ
イ
テ
ク
産
業

の
一
つ
の
コ
ア
と
な
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
分
野
を
、
こ
の
よ
う

な
市
場
構
造
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と

は
賢
明
で
は
な
い
と
、
日
本
の

一
一一一一



政
府
と
産
業
界
、
と
り
わ
け
通
信
、
震
電
機
メ
ー
カ
ー
は
考
え
た
。
そ

れ
は
、
日
本
の
潜
在
的
な
巨
大
市
場
と
経
済
社
会
の
発
展
の
方
向
性
を

考
慮
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
産
業
は
、
高
付
加
価
値

部
品
、
熟
練
労
働
を
必
要
と
す
る
が
、
天
然
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ

れ
程
は
消
費
し
な
い
。
ま
た
、
実
質
的
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
国
内
、
国

外
の
市
場
の
も
と
、
規
模
の
経
済
に
敏
感
で
、
し
か
も
、
そ
の
他
の
既

存
の
産
業
、
す
な
わ
ち
、
通
信
、
家
電
、
重
震
と
の
関
係
を
も
生
か
せ

る
こ
と
が
で
き
る
点
が
、
要
素
賦
存
の
観
点
か
ら
望
ま
し
く
、
こ
の
産

業
を
育
成
す
る
理
由
と
な
っ
た
の
で
あ
る
な
-
N
0

・
(
j
4

。
さ
』
官
民
対

F

NM
悼円・)。一

方
、
電
話
サ

l
ヴ
ィ
ス
を
供
給
す
る
た
め
に
一
九
五
二
年
に
独
占

的
に
創
立
さ
れ
た
日
本
電
電
公
社
(
現
N
T
T
)
も
、
こ
の
方
針
に
賛

成
で
あ
っ
た
。
電
電
公
社
は
、
法
律
に
よ
っ
て
製
造
は
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
、
彼
ら
の
必
要
と
す
る
機
器
を
製
造
で
き
る
技
術
を
要
し

た
民
間
企
業
を
、
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
興
業
銀
行
を
含

む
主
だ
っ
た
銀
行
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
産
業
を
成
長
産
業
と
位
置
づ

け
、
政
府
の
後
押
し
を
期
待
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
、
大
蔵
省
だ
け

が
、
こ
の
方
針
に
気
乗
り
の
し
な
い
ア
ク
タ
ー
を
演
じ
た
(
同
前
、
二

O
頁
)ο

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
巨
額
の
資
金
を
投
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
、
誰
よ
り
も
熟
知
し
て
い
た
の
が
大
蔵
省
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
通
産
省
、
大
蔵
省
を
中
心
と
す
る
政

府
、
電
電
公
社
、
民
間
メ
ー
カ
ー
、
銀
行
に
よ
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ビ

四

ル
デ
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
今
日
よ
り
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
戦
後
一

O
年
前
後
の
時
点
で
、
限
ら
れ
た
資
本
と
技
術
し
か
持
た
ず
、
も
っ
ぱ

ら
低
賃
金
労
働
力
を
生
か
し
た
軽
工
業
日
聞
を
輸
出
し
て
、
外
貨
を
稼
い

で
い
た
国
家
の
戦
略
と
し
て
は
、
非
常
に
志
の
高
い
も
の
を
感
じ
さ
せ

る
。
し
か
し
、
そ
の
志
の
前
に
は
、
世
界
の
巨
人

I
B
M
が
、
そ
び
え

立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
政
府
は
、

I
B
M
に
対
抗
し
う
る
国
産

メ
ー
カ
ー
育
成
の
た
め
に
、
そ
の
産
業
政
策
を
遂
行
す
べ
く
様
々
な
手

段
を
講
じ
た
。
そ
れ
ら
は
、
日
本
電
子
計
算
機
株
式
会
社
の
設
立
、
外

資
規
制
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
本
章
に
お
い
て
は
、
日
本
政
府
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
産
業
に
対
す
る
産
業
政
策
を
検
討
す
る
が
、
ま
ず
初
め

に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

ω
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
概
要

世
界
最
初
の
電
子
計
算
機
は
、
一
九
四
三
年
に
米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
大
学
の
モ

l
ク
リ
!
と
エ
カ
ッ
ト
に
よ
っ
て
開
発
を
開
始
さ
れ
、
一

九
四
六
年
に
完
成
し
た

E
N
I
A
C
と
さ
れ
て
い
る
。

E
N
I
A
C

は
、
一
万
八
八

O
O本
の
真
空
管
を
利
用
し
た
自
動
計
算
機
で
あ
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
配
線
擦
の
セ
ッ
ト
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
の
度
に
、
配
線
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今

日
か
ら
見
れ
ば
、
著
し
く
時
聞
が
か
か
り
、
柔
軟
性
の
欠
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
も
、
三

0
ト
ン
の
重
震
を
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
定
説
に
は
、
若
干
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
一
九
七
二
年
に
結
審
し
た
裁
判
に
よ
り
、
ア
イ
オ
ア
州
立
大
学
の



ジ
ョ
ン
・
ア
タ
ナ
ソ
フ
教
授
と
大
学
院
生
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ペ
リ
ー
が

一
九
一
一
一
九
年
か
ら
四
一
年
に
開
発
し
た
電
子
計
算
機
が
、
世
界
初
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
計
算
機
は
、
後
に

A
B
C
マ
シ

!
ン
と
名
付
け
ら
れ
た

o
E
N
I
A
C
は
、
モ

l
ク
リ
ー
が
、
ア
タ
ナ

ソ
ブ
に
招
待
さ
れ
て
ア
イ
オ
ア
州
立
大
学
を
一
九
四
一
年
六
月
に
訪
ね

た
際
、
ア
タ
ナ
ソ
フ
に
よ
っ
て
発
明
、
稼
働
し
て
い
た

A
B
C
マ
シ

i

ン
を
べ

1
ス
に
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ア
タ
ナ

ソ
ブ
が
発
明
、
開
発
し
た
も
の
に
基
づ
く
不
適
切
な
特
許
取
得
で
あ
っ

た
。
一
九
四
一
年
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
で
、
三
五
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ

特
許
を
書
き
上
げ
た
ア
タ
ナ
ソ
フ
は
、
大
学
に
委
託
し
た
後
、
箪
関
係

の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
特
許
は
、

大
学
関
係
者
の
配
転
に
よ
り
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
不
幸
中

の
幸
い
で
あ
っ
た
の
は
、
米
国
の
特
許
制
度
は
、
日
本
と
異
な
り
、
特

許
の
申
請
臼
が
優
先
す
る
先
願
主
義
で
は
な
く
、
発
明
し
た
日
が
優
先

す
る
先
明
主
義
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
一
九
七
二
年
の

裁
判
に
よ
り
、
ア
タ
ナ
ソ
フ
教
授
の
名
誉
は
回
復
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
今
日
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
本
原
理
と
な
っ
て
い
る
ア

タ
ナ
ソ
フ
博
士
の
貢
献
に
は
、

ω電
子
的
デ
ジ
タ
ル
毅
処
理
の
導
入
、

ω二
進
法
の
採
用
、

ω記
憶
用
コ
ン
デ
ン
サ
を
使
用
し
、
再
生
処
理
を

繰
り
返
す
。
川
則
論
理
演
算
回
路
を
使
用
し
、
演
算
を
そ
の
都
度
に
行

う
、
川
間
演
算
機
構
に
初
め
て
真
空
管
を
使
用
し
、
演
算
を
順
次
に
処
浬

す
る
と
と
な
ど
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
基
本
原
理
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
記
憶
装
置
に
内
蔵
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
今
日
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
大
き
く
近
づ
く
一
撃
に
な

っ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
記
憶
内
蔵
方
式
は
、
一
九
四
五
年
に
ノ
イ
マ

ン
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

は
、
単
な
る
計
算
機
か
ら
情
報
処
理
機
械
へ
と
歩
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
、
ノ
イ
マ
ン
自
身
も
、
こ
の
内
蔵
方
式
に
よ
る
演
算
制
御
機
構
を
持

つ
電
子
式
自
動
計
算
シ
ス
テ
ム

E
D
V
A
C
そ
開
発
し
始
め
た
。
し
か

し
、
ノ
イ
マ
ン
よ
り
も
早
く
こ
の
方
式
を
採
用
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
開
発
に
成
功
し
た
の
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
あ
り
、
そ
れ
は
一

九
四
九
年
の
事
で
あ
っ
た
σ

こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

E
D
S
A
C
が、

真
空
管
を
使
っ
た
、
ま
さ
に
第
一
世
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

ノ
イ
マ
ン
の
研
究
報
告
書
が
、
日
本
で
最
初
に
入
手
で
き
た
の
は
、
一

九
五
二
年
の
事
で
あ
り
、
日
本
で
初
め
て
本
格
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
紹
介
し
た
『
計
算
機
械
』
(
城
憲
一
ニ
・
牧
之
内
一
二
郎
著
)
が
刊
行
さ

れ
た
の
が
一
九
五
三
年
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
研
究
が
本
格
的
に
始
ま
る
の
が
こ
の
頃
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
研
究
も
、
ア
メ
リ
カ
同
様
、
大
学

の
研
究
室
か
ら
始
ま
っ
た
。
い
ち
早
く
着
手
し
た
の
は
、
大
阪
大
学
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
四
七
年
頃
よ
り
始
め
ら
れ
た
と
一
宮
わ

れ
る
試
作
機
は
、
つ
い
に
完
成
を
公
表
す
る
こ
と
な
く
、
一
九
五
九
年

に
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
阪
大
学
と
並
ぶ
日
本
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
研
究
の
草
分
け
は
、
東
京
大
学
で
あ
っ
た
。
目
指
す
コ
ン
ピ

五



ュ
ー
タ

i
は、

T
A
C
と
呼
ば
れ
た
。
七

0
0
0本
の
真
空
管
を
用
い

た
T
A
C
は
一
九
五
九
年
に
完
成
し
、
一
九
六
二
年
ま
で
の
一
一
一
年
あ
ま

り
、
学
内
で
の
計
算
に
使
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
大
学
で
あ
る
に
し
て
も
、
日
本
最
初
の
真

空
管
式
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
の
小
田
原
工
場
で

一
九
五
六
年
に
完
成
、
稼
働
し
た

F
U
J
I
C
で
あ
る
。
こ
の
計
算
機

は
、
い
わ
ゆ
る
研
究
試
作
機
で
は
な
く
、
レ
ン
ズ
設
計
に
使
わ
れ
た
笑

用
機
で
あ
っ
た
。

一
九
五

0
年
代
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
い
く
つ
か
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
開
発
計
画
が
推
進
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
、
政
府
系
の
研
究
機

関
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
東
京
大
学
、
電
電
公
社
電
気
通

信
研
究
所
、
国
際
電
電
の
三
者
共
同
に
よ
る
開
発
や
、
通
産
省
工
業
技

術
院
電
気
試
験
所
に
よ
る
開
発
が
、
そ
の
良
い
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

機
関
に
よ
る
開
発
は
、
そ
れ
ぞ
れ
武
蔵
野
一
号
と
マ
!
ク

m、
マ
ー
ク

W
と
い
う
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
結
実
し
て
い
く
。
民
間
企
業
に
お

い
て
も
、
一
九
五
七

1
五
九
年
に
、
日
本
電
気
、
日
立
、
富
士
通
、
東

芝
が
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
発
表
し
、
三
菱
電
機
、
沖
電
機
、
松
下

通
信
工
業
な
ど
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
分
野
へ
の
参
入
を
図
っ
た
。
そ
の

後
、
一
九
六

O
年
頃
か
ら
、
真
空
管
に
代
わ
っ
て
、
半
導
体
を
用
い
る

よ
う
に
な
り
、
集
積
度
を
飛
践
的
に
高
め
つ
つ
、
一
九
七

0
年
代
後
半

に
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
一
九
八

0
年
代
に
は
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
E
W
S
)
と
い
っ
た
機
種
へ
と

一一一ニムハ

発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
型
汎
用
の
メ
イ
ン
フ
レ
!
ム
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
、
小
型
の

E
W
S
ゃ
、
高
性
能
P
C
へ
の
流
れ
、

す
な
わ
ち
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
は
、
一
九
九

0
年
代
を
通
し
て
の
流

れ
で
も
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
高
度
化
、
か
つ
小
型
化
は
、
一

面
、
真
空
管
か
ら

I
C、
L
S
I
、

V
L
S
I
、

U
L
S
I
へ
と
集
積

度
が
高
ま
っ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
次
ぎ
に
電
子
デ
バ
イ
ス
発
展
の
歴
史
、
す
な
わ
ち
、
真
空

管
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
、
集
積
田
路

(
I
C
)
へ
の
流
れ
を
概
観
し
、
日

本
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
コ
ア
・
テ
ク
ノ
臼
ジ
ー
で
あ
る
半
導

体
が
、
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
育
っ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
電
子
デ
バ
イ
ス
の
概
要

(I)

真
空
管
の
時
代

電
子
産
業
は
、
一
八

0
0年
代
か
ら
、
第
一
次
産
業
革
命
の
一
つ
の

産
業
分
野
と
し
て
現
れ
る
。
し
か
し
、
代
表
的
な
製
品
と
し
て
結
実
す

る
に
は
、
か
な
り
の
時
聞
を
要
し
た
。
一
八
七
六
年
の
電
話
、
一
八
七

七
年
の
蓄
音
機
、
そ
し
て
一
八
九
四
年
の
無
線
驚
信
の
登
場
を
待
た
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
技
術
は
、
そ
の
動

作
原
理
を
電
子
物
理
に
置
き
つ
つ
も
、
加
工
技
術
は
、
機
械
的
な
も
の

で
、
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
電
子
技
術
と
は
、
か
け
離
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
一
九

O
二
年
に
奈
り
、
真
空
管
が
発
明
さ
れ
、
よ
う
や
く
信

号
の
増
幅
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ラ
ジ
オ
の
普



及
、
通
信
事
業
の
発
達
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

(
日
)
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
時
代

し
か
し
、
真
空
管
に
は
い
く
つ
か
の
欠
点
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
寿
命

が
、
一
年
程
度
と
短
く
、
機
造
も
大
き
く
、
し
か
も
発
熱
す
る
と
い
う

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
九
一
ニ

0
年
代
中
頃
に
、
世
界
的
な
電
気
通
信
需

要
の
急
激
な
伸
び
が
予
想
さ
れ
、
広
域
か
つ
よ
り
複
雑
な
電
話
網
を
、

こ
の
よ
う
な
効
率
が
惑
く
、
し
か
も
、
信
頼
性
が
不
十
分
な
真
空
管
で

ま
か
な
う
事
は
、
技
術
的
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か

し
、
新
し
い
デ
バ
イ
ス
に
取
っ
て
代
わ
る
の
に
、
お
よ
そ
半
世
紀
か
か

っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
七
年
一
二
月
二
三
日
に
、
ベ
ル

研
究
所
で
婚
姻
現
象
が
発
見
さ
れ
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
発
明
さ
れ
る
ま

で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
発
明

は
、
半
年
問
、
重
要
機
密
扱
い
で
保
た
れ
、
一
九
四
六
年
六
月
二
三

日
、
世
界
に
向
け
て
発
表
さ
れ
た
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
、
こ
の
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
の
誕
生
と
と
も
に
発
生
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
日
本
に
お
い
て
は
、
一
九
五
二
年
頃
か
ら
、
ソ
ニ

l
、
日
立
、
東

芝
な
ど
が
、

W
-
E
や
R
C
A
等
と
、
技
術
援
助
契
約
を
結
び
技
術
導

入
に
努
め
た
の
で
あ
っ
た
。

(
郎
)
集
積
回
路

集
積
閉
路
は
、
色
々
な
種
類
の
デ
バ
イ
ス
を
、
多
数
集
め
て
一
個
の

電
子
回
路
を
作
り
、
こ
の
回
路
を
一
個
の
電
子
デ
バ
イ
ス
と
し
て
扱
う

と
い
う
意
味
で
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
子
供
と
し
て
生
ま
れ
た
。
小
型
、

軽
議
、
低
消
費
議
力
、
長
寿
命
と
い
う
特
徴
に
よ
り
、

L
S
I
は
現

在
、
民
生
、
情
報
処
理
、
通
信
、
そ
の
他
の
産
業
用
機
器
に
至
る
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
技
術
特
性
に
加

え
て
、

I
C
に
は
、
生
産
量
一
が
増
加
す
れ
ば
そ
れ
に
応
じ
て
生
産
コ
ス

ト
が
低
下
す
る
と
い
う
、
生
産
別
白
熱
効
果
が
あ
る
。
経
験
的
に
、
累
積

生
産
数
が
倍
増
ず
る
ご
と
に
、
生
産
コ
ス
ト
が
約
却
%
低
下
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
、
需
要
の
拡
大
に
拍
車
を
か
け
る
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
年
率
一
O
%
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
急
成
長
を
成

し
遂
げ
、
「
産
業
の
米
L

と
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

ω
証
言
で
綴
る
半
導
体
開
発
の
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
史

次
ぎ
に
、
こ
の
当
時
か
ら
の
技
術
の
発
展
の
経
過
を
、
開
発
に
携
わ

っ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
証
言
に
基
づ
い
て
検
証
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が
発
明
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
七

年
の
事
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
日
本
の
技
術
水
準
に
つ
い
て
の
言
及

に
、
次
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
『
筆
者
(
長
船
衛
)
の
専
門
分

野
(
光
電
半
導
体
お
よ
び
超
高
周
波
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
開
発
)
で
比
較

し
て
み
て
も
、
日
米
間
の
技
術
格
差
は
約
一
五
年
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
組
内
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
J

(
『
日
本
の
半
導
体
開
発
』
七
七

頁
、
倒
し
カ
ッ
コ
内
の
注
は
筆
者
、
以
下
同
様
)
そ
の
お
よ
そ
一
O
年

後
、
す
な
わ
ち
、
経
済
白
書
に
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
彊
わ
れ

始
め
た
頃
の
証
言
に
、
次
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
『
中
日
時
(
昭
和

三
一
一
年
頃
)
、
日
本
の
半
導
体
出
版
業
は
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

二
三
七



の
生
産
が
や
っ
と
絡
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
ラ
イ
ン
を
流
れ
て
い
た
製

品
は
低
周
波
間
と
高
周
波
周
の
こ
系
列
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
、
そ
れ
に
点

接
触
盟
、
ダ
イ
オ
ー
ド
程
度
で
、
ド
リ
フ
ト
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
や
パ
ワ

l
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
な
ど
が
、
試
作
段
階
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
す
べ

て
R
C
A
そ
の
他
の
米
関
の
先
進
メ
ー
カ
ー
の
導
入
技
術
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
《
:
:
・
v
日
立
の
中
研
と
い
え
ば
日
本
で
も
屈
指
の
研
究
所

で
あ
り
、
こ
こ
で
す
ら
こ
ん
な
状
況
と
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う

と
、
日
米
の
技
術
の
差
に
大
変
に
驚
い
た
と
い
う
の
が
正
直
な
所
で
あ

っ
た
。
L

(

向
上
、
二
一
六
頁
)
そ
の
一

O
年
後
を
見
て
み
よ
う
。
す
る

と
、
一
九
六
m
i
i
六
五
年
に
は
、
日
本
の
半
導
体
生
産
技
術
の
進
歩
を
、

認
め
る
思
い
が
、
「
し
か
し
」
付
き
で
、
次
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
o
J
u
本
の
半
導
体
の
生
産
技
術
は
、
こ
の
昭
和
三
九
年
に
は
米

凶
に
追
い
付
け
な
い
ま
で
も
何
と
か
水
を
あ
け
な
い
距
離
に
せ
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
到
底
、
米
国
の
同
等
の
カ
に
な
る
う
る
と
は
夢

に
も
考
え
て
い
な
い
の
で
、
高
嶺
の
花
を
見
上
げ
て
い
る
気
持
ち
で
し

た
J

(
吋
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
開
発
物
語
ι

一
一
回
頁
)
寸
し
か
し
L

以
降

が
、
こ
の
証
言
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
は
、
次
ぎ
の
弁
か
ら
も
、
よ

り
明
白
に
な
る

O

吋
当
時
(
一
九
六
五
)
の
日
本
の
半
導
体
の
技
術
レ

ベ
ル
や
生
産
規
模
は
、
本
当
に
弱
体
で
あ
っ
た
o

b

(

『
日
本
の
半
導
体

開
発
』
三
六
一
一
良
)
半
導
体
開
発
二

O
年
後
に
お
い
て
も
、
日
本
の
技

術
水
準
は
、
こ
の
程
度
で
あ
っ
た
と
こ
こ
で
は
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ

〉つ。

a

4

4

4

巳

k

、

一一二一
F
ノ

き
て
、
長
年
の
ブ
オ
ロ
ワ
ー
が
、
い
つ
リ
ー
ダ
ー
に
近
づ
い
て
き
た

の
か
、
ブ
ォ
ロ
ワ

1
自
身
が
自
覚
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
リ
ー
ダ
ー
の

容
赦
の
な
い
攻
撃
の
始
ま
り
が
そ
の
あ
か
し
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

一
九
七
七
年
頃
で
は
な
か
ろ
う
か
。
コ
五
二
年
(
一
九
七
七
)
に
当
時

の
福
田
首
相
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
い
き
な
り
-
S
I
A
(米
間
半
導
体

工
業
会
)
の
代
表
に
つ
か
ま
っ
て
、
日
本
の
半
導
体
が
ア
メ
リ
カ
そ
侵

略
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
日
米
半
導
体
摩
擦
が
起
こ
っ

た
』
(
向
上
、
一
九
六
頁
)
と
す
る
と
、
一
九
六

0
年
代
半
ば
か
ら
、

一
九
七

0
年
代
半
ば
ま
で
の
一

0
年
間
に
、
日
本
の
技
術
は
、
ア
メ
リ

カ
の
技
術
と
よ
う
や
く
贈
を
並
べ
る
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
と
、
言
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
「
真
の
意
味
で
日
本
企
業
が
成
功

し
た
と
い
え
る
の
は
、
結
局
、
一
九
七

0
年
代
中
期
以
後
の
こ
と
で
は

な
い
か
、
と
い
う
の
が
米
業
界
筋
の
結
論
で
あ
る
J
令
日
米
半
導
体

競
争
』
一
一
五
頁
)
と
い
う
記
述
に
も
、
お
お
よ
そ
一
致
す
る
。
フ
ェ
ア

チ
ャ
イ
ル
ド
、

T
I
、
モ
ト
ロ
ー
ラ
等
か
ら
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
や

I
C

の
技
術
導
入
を
行
い
、
技
術
の
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
を
進
め
て
き
た
日

本
の
半
導
体
産
業
は
、
一
九
七
八
年
に
そ
の
出
荷
額
に
お
い
て
、
米
国

の
二
分
の
一
程
度
ま
で
発
展
を
遂
げ
る
に
至
っ
た
事
実
が
、
そ
の
こ
と

を
支
持
し
て
い
る
(
表
8
参
照
)
。
こ
の
よ
う
に
、
後
発
閣
の
キ
ャ
ッ

チ
・
ア
ッ
プ
技
術
が
、
先
進
国
と
通
商
摩
擦
を
生
じ
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
が
、
次
ぎ
に
、
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
、
米
国
で
誕
生
し
た
半
導

体
産
業
に
、
「
一
五
年
L

遅
れ
で
参
入
し
た
日
本
が
、
「
一
…
一

O
年
」
で
追



1978年日米半導体メーカ比較

(単位:百万ドル)

11原 イ立 十七 名 出荷額

l TI 920 

2 モトローラ 680 

3 日本電気 570 

4 日立製作所 440 

5 ナショナル・セミコンダクター 420 

6 東芝 415 

7 フェアチャイルド :ns 
8 インテル 300 

9 RCA uo 
10 松下電子工業 210 

11 シグネティックス 205 

12 三菱電機 175 

表 8

い
つ
く
過
凝
を
、
産
業
政
策
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
い
と
思
う
。
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本
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機
械
工
業
会

吋
日
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導
体
素
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戦
争

チ
ッ
プ
ウ
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九
七

門数
1
】
も
ち
ろ
ん
、
い
わ
ゆ
る
、
修
正
主
義
者
逮
の
中
で
も
意
見
の
相
違
は

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ヶ
ン
ト
・
カ
ル
ダ
l
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
官
僚
主
導
論

と
は
対
立
す
る
見
解
を
提
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し
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い
る
。


